
奥
能
登
に
恥
け
る
内
陸
交
通

矢

ケ

崎

孝

雄

は
し
が
き

半
島
と
し
て
の
能
登
は
、
海
洋
性
に
恵
ま
れ
、
か
つ
本
州
中
央
部
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、
古
く
は
日
本
海
々
上
交
通
の
要
地
と
し
て

奥能登における内陸交通

栄
え
て
い
た
。
し
か
し
、
明
治
以
降
の
陸
上
交
通
の
発
達
に
伴
い
、
こ
の
半
島
の
海
上
交
通
上
の
地
位
は
低
下
し
、
さ
ら
に
陸
上
交
通
の

発
達
か
ら
も
取
り
残
さ
れ
、
袋
小
路
と
称
さ
れ
、

僻
地
性
を
色
濃
く
し
て
き
た
ハ
1
1
な
か
で
も
奥
能
登
に
お
け
る
内
陸
地
域
は
、

道
路

交
通
が
海
岸
線
を
主
体
に
開
発
さ
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
傾
向
が
と
く
に
強
く
示
さ
れ
た
地
域
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
最
近
に
お
け
る
交
通
の
近
代
化
は
、
従
来
の
こ
の
半
島
に
お
け
る
交
通
の
パ
タ
ー
ン
を
変
革
し
、
半
島
の
内
陸
部
を
縦
貫

す
る
近
代
的
道
路
の
建
設
を
推
し
進
め
つ
つ
あ
る
。
従
っ
て
奥
能
登
内
陸
部
は
こ
の
縦
貫
道
の
沿
線
地
帯
と
し
て
、
そ
の
影
響
を
ま
と
も

に
う
け
よ
う
と
し
て
い
る
。
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こ
こ
で
は
奥
能
登
内
陸
地
域
の
柳
田
村
を
中
心
と
し
て
、
半
島
に
お
け
る
内
陸
交
通
の
変
貌
と
、
そ
の
地
域
に
与
え
て
き
た
影
響
と
を

考
察
し
て
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
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従
来
の
道
路
網

江
戸
時
代
は
全
国
的
に
道
路
交
通
の
整
備
が
一
段
と
進
ん
だ

5万分1地形図により作成

時
代
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
能
登
半
島
で
は
舟
運
の
利
用
が
盛

ん
で
、
道
路
整
備
は
と
か
く
従
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
で
も
主

要
道
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
天
保
元
年
(
一
八
三

O
)

の
著
作
と
さ
れ
る
「
加
能
越
三
州
地
理
志
稿
」
に
よ
れ
ば
、
内

浦
海
岸
を
縫
う
「
官
道
」
と
、
外
浦
海
岸
に
沿
う
「
緩
海
西
道
」

と
が
あ
っ
た
ハ
2
Z

」
の
道
は
明
治
以
降
、

県
道
と
な
り
、
さ

丘陵地の道路網

ら
に
昭
和
三
一
年
そ
の
主
要
部
分
が
国
道
と
な
り
、
整
備
が
進

め
ら
れ
て
き
て
い
る
。
こ
の
道
路
は
半
島
を
海
岸
に
沿
い
一
周

す
る
こ
と
か
ら
、
ラ
ケ
ッ
ト
道
と
一
般
に
称
さ
れ
、
能
登
交
通

の
動
脈
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
沿
道
に
は
河
口

図 1

に
発
達
す
る
多
く
の
在
町
が
位
置
し
て
お
り
、
そ
の
重
要
性
を

い
っ
そ
う
大
き
く
し
て
い
る
。

柳
田
村
を
中
心
と
す
る
内
陸
地
域
は
こ
の
主
要
道
か
ら
全
く

見
離
さ
れ
た
地
域
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
海
岸
の
主
要
道
に



連
接
す
る
小
径
が
、
内
陸
部
の
丘
陵
を
縦
横
に
蔽
っ
て
い
た
点
は
、
旧
五
万
分
一
地
形
で
明
ら
か
で
あ
る
(
図
1
)
。
こ
れ
ら
の
小
径
は
、

能
登
の
地
形
の
特
色
で
あ
る
樹
枝
状
谷
に
添
う
道
と
、
丘
陵
の
尾
根
を
通
る
も
の
と
に
三
大
別
さ
れ
る
。
前
者
は
海
岸
か
ら
内
陸
に
向

ぃ
、
分
枝
す
る
も
の
で
、
樹
枝
状
の
パ
タ
ー
ン
を
示
し
、
後
者
は
丘
陵
上
を
辿
り
、
海
岸
に
向
っ
て
分
肢
す
る
も
の
で
、
前
者
と
は
逆
に

せ
た
み
ち

鳥
肌
此
状
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
丘
陵
上
の
道
は
背
道
と
い
わ
れ
、
古
く
よ
り
能
登
人
に
利
用
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
丘
陵
性
の
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柳関村の移出品の推移

米 |木 炭| 繭 |牛 馬

大正6年 3， 100石 90万貫 1，200貫

11 12，000 97 700 100 

昭和2 14，319 73 1，947 452 

7 15，908 50 1，702 61 

12 17，031 53 1，698 359 

17 14，813 68 328 

表 1

奥
能
登
で
は
、
背
道
は
高
燥
で
雨
雪
で
も
通
行
が
容
易
で
あ
り
、
ま
た
行
先
地
に
対
し
て
は

柳田郵便局資料による

直
線
的
に
短
距
離
の
径
路
を
と
り
う
る
利
点
が
あ
っ
た
。

ま
た
能
登
の
主
産
物
の
一
つ
に
塩
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
揚
浜
塩
田
で
生
産
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
が
、
こ
の
原
始
的
塩
田
は
能
登
の
海
岸
一
帯
に
隈
な
く
み
ら
れ
、
加
賀
藩
の
財
源
と
し

て
も
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
。
明
治
以
降
も
生
産
さ
れ
た
が
、
そ
の
盛
時
は
明
治
二

0
年
代

で
あ
っ
た
。
以
後
、
漸
減
し
た
が
、
昭
和
三
四
年
ま
で
行
な
わ
れ
、
現
在
は
観
光
用
に
わ
ず

か
一
ケ
所
で
実
演
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
製
塩
の
た
め
に
は
薪
を
多
量
に
必
要
と

し
た
が
、
そ
の
供
給
地
は
内
陸
の
山
林
に
あ
り
、
そ
の
搬
出
に
は
こ
れ
ら
の
道
が
繁
く
利
用

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
柳
田
村
合
鹿
に
産
し
た

「
合
鹿
椀
」
ハ
ろ
も
、

か
よ
う
な
背
道
を

通
っ
て
小
木
港
に
運
ば
れ
、
日
本
海
沿
岸
地
帯
に
版
売
も
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
町
野
川
源
流

に
位
す
る
柳
田
村
は
小
盆
地
を
形
成
し
、
水
田
面
積
も
能
登
で
は
比
較
的
広
大
な
地
域
で
あ

る
。
元
来
、
能
登
は
食
糧
不
足
の
地
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
こ
か
ら
の
産
米
も
多
く
臨
海
の
在

町
へ
出
さ
れ
た
(
表
1
)
。
ま
た
柳
田
村
は
養
蚕
・
馬
産
地
で
も
あ
り
、
馬
は
物
資
の
搬
送
に
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図
ト占

温
渉
当
選
。
縦
罫
盤

も
利
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
柳
田
村
で
聞
か
れ
る
馬
市
で
販
売
さ
れ
も
し
た
。
か
よ
う
な
生
産
活
動
の
発
達
の
た
め
に
、
毛
細
管
的
な
加

、ー

れ
ら
小
径
の
果
し
た
役
割
に
は
極
め
て
大
き
な
も
の
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、

興
味
深
い
点
は
、

」
れ
ら
の
小
径
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
海
岸
か
ら
柳
田
村
に
向
い
求
心
的
に
構
成
さ
才も
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て
お
り
、

し
か
も
柳
田
村
域
を
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
し
て
い
る
点
で
あ
る

(図
2
)
。
飯
田
・
松
波
・
字
出
津
・
輪
島
・
里
な
ど
か
ら
は
い
ず
れ
も

柳
田
村
の
内
陸
へ
通
ず
る
道
路
を
も
つ
が
、
柳
田
村
の
中
心
域
に
お
い

て
飯
田
へ
の
道
は
、
他
の
道
と
相
互
に
連
続
さ
れ
て
い
な
い
Q

現
実
に

は
通
路
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
す
く
な
く
と
も
か
よ
う
な
地

図
表
現
を
と
っ
た
こ
と
は
、
柳
田
村
中
心
域
を
通
過
す
る
交
通
の
意
義

の
乏
し
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
輪
島
・
飯

目
、
宇
出
津
・
輪
島
な
ど
を
結
ぶ
道
は
柳
田
村
の
中
心
部
を
通
ら
ず
、

至
近
の
小
径
を
利
用
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
当
時
の
交
通
路
は
柳

田
村
を
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
し
て
放
射
状
に
形
成
さ
れ
て
は
い
た
も
の
の
、

内
陸
部
の
柳
田
は
交
通
の
要
地
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
よ
く
示
し
て
い

る
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

図 3

こ
の
点
は
]
現
在
に
お
い
て
も
類
似
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
図
3

の
よ
う
に
隣
接
在
町
の
商
圏
は
内
陸
の
柳
田
村
に
波
及
し
、
こ
こ
は
ま

さ
に
商
圏
の
交
界
地
域
で
あ
り
、
奥
能
登
地
域
の
一
体
性
が
柳
田
村
を

中
心
に
は
形
成
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
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道
路
の
整
備
と
鉄
道
め
開
通

能
登
の
道
路
整
備
は
?
石
川
県
τー
で
も
立
ち
遅
れ
て
い
た
こ
と
は
前
述
し
た
が
、
明
治
四

O
年
に
奥
能
登
で
は
県
費
支
弁
に
よ
る
道
路

改
修
が
よ
う
や
く
行
な
わ
れ
た
。
し
か
乙
、
地
一
万
で
は
町
村
も
し
く
は
組
合
に
よ
る
道
路
改
修
が
進
め
ら
れ
た
。
す
な
ち
、
一
明
治
二
八
年

に
字
出
津
往
来
・
J

里
往
来
の
改
修
常
行
止
っ
北
の
を
手
始
め
と
し
、
柳
田
村
に
お
い
て
も
す
で
に
明
治
一
一
一
一
年
|
三
三
年
J

旧
村
民
道
路

t
m
じ

み

i

組
合
を
つ
え
り
、
町
時
竺
(
輪
島
市
ν

・
南
芯
見
(
輪
島
市
)
・
中
居
(
穴
水
町
)
な
ど
に
通
ず
る
道
路
を
整
備
し
た
。
か
よ
う
な
組
合
結

成
は
「
沿
道
必
各
宇
ニ
ル
ハ
利
益
ア
ル
モ
、
他
字
ニ
ハ
直
接
ノ
利
益
ナ
ク
、
市
シ
テ
村
民
ノ
負
担
ノ
重
リ
ス
ル
J

ミ
」
と
反
対
意
見
も
あ
っ

た
が
、
し
か
し

Z
L臼
吾
地
方
ユ
急
務
ハ
道
路
ノ
開
撃
ニ
ア
リ
」
と
い
う
見
解
が
勝
ち
、
旧
柳
田
村
議
会
で
反
対
四
名
に
対
し
て
賛
成
五

名
と
い
う
き
わ
ど
い
差
で
可
決
さ
れ
た

τ)。
こ
れ
に
よ
っ
て
当
時
の
交
通
へ
の
要
請
事
情
を
i

伺
い
う
る
が
、
道
路
改
修
へ
の
要
望
の
方

が

や

は

り

強

か

っ

た

こ

と

を

知

り

え

で

興

味

深

い

。

‘

柳
田
を
経
て
内
捕
の
字
出
津
と
外
捕
の
南
志
見
を
結
ぶ
道
路
は
、
明
治
三
二
年
に
仮
定
県
道
に
編
入
さ
れ
、
こ
の
あ
と
明
治
四
二
年
に

三
井
村
本
江
(
輪
島
市
)
へ
の
道
が
都
費
補
助
で
改
修
、
ま
た
宝
立
村
(
珠
洲
市
)
へ
の
道
は
大
正
二
・
三
年
に
同
じ
く
郡
費
で
改
修
さ

れ
た
。
こ
の
結
果
デ
石
井
メ
笹
川
は
柳
田
村
経
由
の
交
通
の
要
地
と
し
て
の
意
義
を
強
め
て
き
た
。

こ
れ
ら
の
道
路
改
修
は
、
浅
い
谷
を
経
る
コ

i
ス
で
進
め
ら
れ
た
の
で
、
そ
の
進
展
に
伴
い
、
前
記
の
背
道
の
多
く
は
忘
れ
去
ら
れ
て

い
っ
た
。
と
く
に
車
、
が
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
急
坂
を
さ
け
、
ま
た
宇
出
津
に
通
ず
る
立
ケ
谷
内
峠
の
よ
う
に
ト
ン
ネ
ル
が
掘
ら
れ

る
よ
う
に
も
な
り
(
昭
和
一

O
年
て
そ
の
度
を
さ
ら
に
強
め
た
。
ま
た
交
通
量
の
増
大
に
伴
い
、
補
修
の
砂
利
の
需
要
も
増
大
し
た

が
、
こ
の
産
出
の
民
地
い
能
登
で
は
富
山
県
よ
り
移
入
を
必
要
と
し
、
道
路
改
修
が
コ
ス
ト
高
と
な
る
点
は
ま
ぬ
が
れ
な
い
。
さ
ら
に
冬
の



除
雪
も
、
加
賀
地
域
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
て
も
、
内
陸
地
域
で
は
海
岸
よ
り
積
雪
も
深
く
、
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
近
年
は
ブ
ル
ド
l
ザ

ー
に
よ
る
除
雪
が
活
発
に
行
な
わ
れ
、
交
通
麻
痔
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た
。

物
資
の
搬
送
は
元
来
、
人
背
に
よ
る
カ
ツ
ギ
と
牛
馬
背
に
よ
っ
た
。
柳
田
村
か
ら
は
宇
出
津
・
輪
島
ヘ
タ
ル
カ
ツ
ギ
(
行
き
は
米
一
俵

だ
っ
ち
ん

〔
五
斗
〕
と
空
樽
を
か
つ
い
で
い
き
、
帰
り
に
人
糞
を
貰
っ
て
来
る
)
を
行
な
い
、
ま
た
木
炭
を
字
出
津
へ
運
び
、
駄
賃
稼
ぎ
を
し
た
。

カ
ツ
‘
ギ
の
荷
量
は
二

O
貫
を
最
大
と
し
た
と
い
う
。
ま
た
駄
馬
は
三
六
貫
(
米
二
俵
ま
た
は
炭
六
俵
〔
五
貫
品
一
巴
を
つ
け
る
)

を
運
ん

だ
。
こ
れ
ら
の
在
町
と
の
交
通
は
一
日
一
往
復
で
あ
っ
た
。

道
路
整
備
に
伴
い
、
明
治
四

O
年
こ
ろ
に
は
人
力
車
・
荷
車
・
馬
車
が
導
入
さ
れ
た
。
馬
車
は
大
正
初
年
に
炭
は
三

O
俵
、
米
は
二
ニ

俵
を
積
ん
だ
と
い
う
か
ら
、
駄
馬
よ
り
は
る
か
に
有
利
で
、
陸
運
の
王
座
を
な
し
た
。
柳
田
村
で
は
大
正
一

O
年
こ
ろ
六

O
台
の
馬
車
を

数
え
、
宇
出
津
へ
一
日
一
往
復
し
た
。
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ま
た
冬
の
積
雪
時
に
は
晶
怖
を
利
用
し
、
木
炭
二

O
俵
を
つ
け
て
字
出
津
へ
出
し
た
が
、
朝
四
時
に
柳
田
村
を
出
足
帰
培
は
夜
一

O
時
に

も
な
っ
た
と
い
う
。

一
方
、
町
野
に
は
約
一

O
O台
の
馬
車
が
大
正
一

O
年
こ
ろ
に
は
あ
り
、
.
同
じ
く
宇
出
津
へ
通
っ
た
。
こ
れ
ら
宇
出

津
通
い
の
馬
車
は
一
大
行
列
を
な
し
、
ま
こ
と
に
壮
観
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
馬
車
の
運
行
は
晴
雨
に
か
か
わ
ら
γ

ず
行
な
わ

れ
、
そ
の
収
入
は
大
正
八
年
に
四
円
、
戻
荷
の
駄
賃
を
加
え
る
と
五
!
六
円
に
も
な
っ
た
(
表
2
)
。
馬
や
車
の
入
費
を
差
引
い
て
も
、
よ

い
稼
ぎ
で
あ
り
、
小
学
校
教
員
で
退
職
後
に
従
事
し
た
人
も
あ
り
、
ま
た
こ
れ
で
財
を
な
し
た
人
も
あ
っ
た
と
い
う
。
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と
こ
ろ
で
、
久
し
く
陸
運
の
主
軸
を
な
し
た
馬
車
も
、
昭
和
一

O
年
こ
ろ
ト
ラ
ッ
ク
が
導
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
そ
の
王
座
を
漸

次
失
っ
て
い
っ
た
。
一
方
、
乗
客
の
輸
送
に
は
客
馬
車
を
運
行
し
、
乗
用
自
動
車
は
大
正
五
年
よ
り
導
入
さ
れ
、
大
正
九
年
に
は
タ
ク
シ

ー
の
営
業
が
始
め
ら
れ
、
ま
た
乗
合
自
動
車
の
営
業
が
柳
田
経
由
で
宇
出
津
・
輪
島
聞
に
開
始
さ
れ
た
。
に
の
あ
定
一
葉
会
由
動
寧
の
経
営
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柳田より宇出津行馬車の稼働状況表 2

(大正8年 9月)

|天候|行 荷|戻 荷| 言十
円銭 円銭 円銭

1日 晴 4.05 10 4. 15 

2 1/ 4.47 62 5.09 

3 1/ 4.16 73 4.89 

4 1/ 4.34 67 5.01 

5 1/ 4.44 48 4.92 

6 雨 4.47 25 4.72 

7 晴 4. 13 65 4.78 

8 1/ 4.72 l. 00 5.72 

9 雨 4.71 75 5.46 

10 晴

11 1/ 

12 曇 4.44 53 4.97 

13 1/ 4.46 92 5.38 

14 晴 4.15 2.60 6.75 

15 雨 3.82 3.17 6.99 

16 1/ 4.00 2.22 6.22 

17 曇 北河内芝居ニテ休業

18 " 4.09 30 4.39 

19 雨 4.20 12 4.32 

20 曇 4.39 l. 20 5.59 

21 雨 5.68 25 5.93 

22 曇 4. 14 38 4.52 

23 骨青 4.25 15 4.40 

24 曇 選挙会ニテ休業

25 雨 4.28 35 4.63 

26 " 4.53 38 4.91 

27 清 4.34 1. 47 5.81 

28 " 4.34 l. 05 5.39 

29 " 3.90 2. 18 6.08 

30 雨 郡会議員選挙会ニテ休業

計| I 108.50 I 
武田家馬日記により作成

は
多
く
の
人
に
よ
り
、
各
種
の
路
線
で
始
め
ら
れ
、
激
し
い
競
争
が
行
な
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
運
賃
は
漸
次
逓
減
さ
れ
、
庶
民
の

交
通
機
関
と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
推
移
は
表
3
の
よ
う
で
あ
る
。
道
路
改
修
と
そ
れ
に
伴
い
導
入
さ

れ
た
馬
車
・
客
馬
車
、
そ
し
て
自
動
車
に
よ
る
乗
客
貨
物
の
輸
送
な
ど
、
近
代
的
交
通
機
関
の
発
達
に
よ
っ
て
、
奥
能
登
内
陸
地
域
の
交

通
は
極
め
て
至
便
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

の
の
、

一
方
、
乗
合
自
動
車
の
経
営
は
人
件
費
・
燃
料
費
・
修
繕
費
な
ど
に
多
く
の
費
用
を
要
し
た
も

一
割
余
の
草
輔
償
却
費
を
計
上
で
き
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
{
表
4
1

奥
能
登
へ
の
鉄
道
の
敷
設
は
地
域
住
民
の
久
し
く
熱
望
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
そ
の
実
現
に
昭
和
九
年
で
、
七
尾
線
が
輪
島
ま
で
開



奥能登における内陸交通

柳閏より字出津輪島への乗合自動車運賃の推移

運 賃 所要時間

字出津|輪 島 宇出津|輪 島

円銭 円銭 時分 時分
大正9年A 1. 40 2.00 1. 00 1. 40 

12 B 1. 50 2.40 45 1. 15 

14 A 1. 40 2.30 

昭和3 A 1. 00 2.00 

B 1. 50 2.40 

4 A 70 1. 60 40 1. 20 B 

6 A 60 1. 20 

8 A 50 1. 00 

10 ~ 40 90 40 1. 20 B 

36 60.00 150.00 35 

A，鳳珠自動車， B， トモエ自動車，昭和36年は北陸鉄道の

料金を示す(能都町古川礼次家資料により作成)

乗合自動車経営の収支

(昭和7年 1"'12月)

収入 乗客収入 17，443円50銭

諸税金 614.80 

支
給料 5，266.00 

燃料・諸泊代 4，315.30 

車庫費 282.80 

修繕費 4.191. 22 

通信費 87.90 

旅費 181. 00 

諸雑費 653.60 
出

草稿価格償却費 1，850.88 

合計 17，443.50 

古川礼次家資料より作成能都町字出津

」
こ
に
通
ず
る
パ
ス
も
運
行
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
物
資
の
流
通
は

表 4

木
炭
・
木
材
な
ど
を
主
と
し
て
、
富
山
県
に
送
ら
れ
て
い
た
の
で
、
字
出
津
に
出
し
、
舟
運
で
輸
送
さ
れ
た
点
は
従
来
と
は
変
わ
り
な
か

表 3通
し
た
。
柳
田
村
民
は
能
登
三
井
駅
に
出
て
、
こ
の
鉄
道
に
乗
車
し
、
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っ
た
。
と
く
に
戦
前
・
戦
後
を
通
じ
て
、
木
炭
の
移
出
は
盛
大
を
極
め
、
宇
出
津
港
の
埠
頭
に
は
柳
田
村
を
主
体
に
内
陸
か
ら
運
び
出
さ

れ
た
木
炭
が
文
字
通
り
山
積
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
能
登
の
丘
陵
地
か
ら
伐
り
出
さ
れ
た
パ
ル
プ
材
と
し
て
の
松
材
も
多
く
あ
り
、
昭
和
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一
O
年
こ
ろ
か
ら
こ
れ
も
同
様
に
富
山
県
下
の
パ
ル
プ
工
場
に
船
で
運
ば
れ
て
い
た
。

七
尾
線
の
開
通
に
伴
い
、
昭
和
一

O
年
に
は
省
営
自
動
車
(
国
鉄
パ
ス
)
が
穴
水
・
飯
田
聞
の
運
行
を
開
始
し
た
。
こ
れ
は
民
間
パ
ス

会
社
に
大
き
な
脅
威
を
与
え
、
同
路
線
の
運
行
を
廃
止
し
た
り
、
ま
た
鉄
道
省
に
同
一
路
線
の
権
利
を
譲
渡
す
る
会
社
も
あ
り
、
省
営
パ

ふ
の
営
業
が
確
立
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
穴
水
は
鉄
道
と
半
島
先
端
部
の
飯
田
方
面
へ
の
、
交
通
の
要
衝
と
し
て
の
意
義
を
、

い
っ
そ
う

住
大
な
も
の
と
す
る
に
至
っ
た
。
か
よ
う
な
陸
上
の
交
通
の
発
達
に
よ
り
、
七
尾
と
宇
出
一
津
・
飯
田
方
面
を
結
ぶ
海
上
交
通
は
漸
次
甚
し

い
打
撃
を
う
け
る
よ
う
に
な
り
、
便
数
・
寄
港
地
を
減
少
さ
せ
て
い
っ
た
。

と
こ
ろ
で
穴
水
か
ら
飯
田
に
至
る
国
鉄
能
登
線
が
昭
和
三
八
年
に
は
穴
水
よ
り
宇
出
津
に
ま
で
達
し
た
。
こ
れ
は
昭
和
二
五
年
公
布
の

国
土
総
合
開
発
法
に
基
づ
き
、
昭
和
二
六
年
に
能
登
を
特
定
地
域
に
指
定
し
、
そ
の
地
域
開
発
計
画
の
一
環
と
し
て
建
設
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
ハ
5
)
O

こ
の
結
果
、
柳
田
村
の
内
陸
地
域
は
字
出
津
へ
の
指
向
を
再
び
強
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
乗
客
・
物
資
の
交
流
は
す
べ
て
再
び

宇
出
津
経
由
で
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
か
よ
う
な
鉄
道
の
延
長
に
よ
り
、
従
来
、
交
通
の
近
代
化
か
ら
取
り
残
さ
れ
た

内
陸
地
域
も
、
よ
う
や
く
に
そ
の
思
恵
に
浴
す
る
に
至
っ
た
わ
け
で
、
金
沢
へ
の
日
帰
り
が
可
能
に
な
る
な
ど
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
し

か
し
、
従
来
か
ら
の
臨
海
地
帯
を
主
軸
と
す
る
交
通
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
道
路
交
通
に
鉄
道
交
通
が
加
わ
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
内
陸
部

の
僻
地
性
は
な
お
持
続
し
て
い
る
わ
け
で
、
交
通
の
パ
タ
ー
ン
に
は
全
く
変
化
、
が
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
僻
地
性
は
他
域
と
比
較

す
る
と
、

い
っ
そ
う
色
濃
く
な
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。
こ
れ
は
能
登
の
従
来
の
開
発
方
向
が
専
ら
海
岸
地
帯
に
お
か
れ
て
き
た
こ
と
と
も

深
い
関
連
が
あ
る
の
で
あ
る
。



能
登
開
発
と
内
陸
地
域

能
登
半
島
の
後
進
性
を
打
破
し
、
開
発
を
推
進
す
る
こ
と
は
、
地
域
住
民
に
と
っ
て
は
勿
論
、
国
家
的
見
地
か
ら
も
緊
要
な
こ
と
で
あ

っ
た
。
前
述
の
よ
う
に
、
昭
和
二
六
年
に
は
能
登
特
定
地
域
と
し
て
農
林
水
産
業
を
主
体
と
す
る
開
発
計
画
が
樹
て
ら
れ
た
。
し
か
し
、

能
登
の
産
業
は
第
一
次
産
業
を
主
軸
と
は
し
つ
つ
も
、
古
来
、
出
稼
ぎ
に
強
く
依
存
し
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
的
に
専
門
的
職
種
を
形
成
し
て

き
た
。
す
な
わ
ち
、
珠
洲
市
松
波
の
杜
氏
、
穴
水
町
中
居
の
左
官
、
門
前
町
黒
島
を
中
心
と
す
る
船
員
な
ど
の
出
稼
ぎ
は
そ
の
代
表
で
あ

り
、
主
と
し
て
海
岸
地
帯
に
見
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
内
陸
地
域
は
馬
産
地
で
も
あ
り
、
か
よ
う
な
出
稼
ぎ
は
旧
来
は
顕
著
で
は
な
か
っ

た。
能
登
の
開
発
は
主
と
し
て
海
岸
地
帯
に
指
向
さ
れ
、
内
陸
地
域
は
戦
後
に
入
植
じ
た
開
拓
集
落
を
除
い
て
は
、
近
年
ま
で
殆
ん
ど
み
る

べ
き
も
の
が
な
か
っ
た
。
昭
和
三

0
年
代
以
降
の
わ
が
国
経
済
の
高
度
成
長
は
、
能
登
の
特
定
地
域
と
し
て
の
開
発
の
推
進
よ
り
は
、
む

奥能登における内陸交遥

し
ろ
逆
に
労
働
力
を
先
進
工
業
地
帯
へ
送
り
出
し
、

い
わ
ゆ
る
過
疎
化
を
招
来
す
る
結
果
と
な
っ
た
。
と
く
に
奥
能
登
に
至
る
ほ
ど
こ
の

傾
向
は
顕
著
で
、
冬
季
の
出
稼
ぎ
、
若
年
労
働
者
の
離
村
と
な
り
、
人
口
減
少
が
著
し
く
な
り
、
昭
和
四
五
年
制
定
の
い
わ
ゆ
る
過
疎
法

に
よ
り
珠
洲
市
・
柳
田
村
は
過
疎
地
域
の
指
定
を
う
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

内
陸
の
柳
田
村
は
人
口
減
少
が
著
し
く
、
ま
た
出
稼
ぎ
は
最
も
盛
ん
な
地
域
で
あ
る
。
昭
和
一
ニ

0
年
代
初
期
に
は
能
登
か
ら
加
賀
へ
早

場
米
の
稲
刈
に
婦
人
が
出
稼
ぎ
し
た
が
、
爾
後
、
能
登
の
稲
刈
は
時
期
も
早
め
ら
れ
て
き
、
こ
れ
を
早
く
済
ま
せ
て
、
表
日
本
各
地
へ
の
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出
稼
ぎ
婦
人
が
大
量
に
流
出
す
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
は
、
奥
能
登
の
地
域
社
会
・
教
育
・
家
庭
な
ど
諸
方
面
に
多
く
の
問
題
を
醸
し
出
す

源
泉
と
な
っ
て
い
る
。
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一
'
方
、
高
度
経
済
成
長
の
波
は
能
登
の
豊
か
な
自
然
を
主
体
と
す
る
観
光
開
発
を
進
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
前
記
の
ラ
ケ
ッ
ト

道
を
舗
装
整
備
す
る
一
要
因
と
も
な
っ
た
。
ま
た
観
光
客
の
流
入
に
伴
い
、
と
く
に
青
年
層
の
多
い
こ
と
か
ら
、
民
宿
そ
の
他
の
宿
泊
施

設
や
観
光
産
業
の
発
展
を
み
、
こ
の
面
で
の
人
口
定
着
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
冬
季
が
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
と
な
る
点
、
ま
た
観
光
開
発
が
海
一

岸
を
主
体
と
し
て
い
る
点
で
、
観
光
開
発
の
内
陸
地
域
へ
の
影
響
は
見
る
べ
き
も
の
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
柳
田
村
の
観
光
開
発
は
無
に
等

し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

能
登
に
お
い
て
、
内
陸
丘
陵
地
の
開
発
は
今
後
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
が
、
伝
統
的
に
樹
枝
状
谷
の
水
田
耕
作
と
そ
れ
に
接
す
る
斜
面

の
林
業
と
に
依
存
し
て
き
た
住
民
に
と
っ
て
、
丘
陵
面
の
開
発
は
海
岸
段
丘
上
の
畑
作
を
除
い
て
は
見
る
べ
き
も
の
に
乏
し
か
っ
た
。
前

記
の
戦
後
入
植
の
開
拓
集
落
は
、
こ
れ
に
挑
戦
し
た
第
一
歩
と
い
え
よ
う
が
、
成
功
の
事
例
は
極
め
て
乏
し
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
を

契
機
に
近
年
丘
陵
地
の
開
発
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
能
登
開
発
の
一
大
転
換
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
昭
和
四

一
年
以
降
、
国
営
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
が
柳
田
村
・
輪
島
市
の
丘
陵
地
で
進
め
ら
れ
、
栗
・
桑
・
茶
な
ど
の
栽
培
や
家
畜
飼
育
が
行
な
わ

れ
て
い
る
。
な
か
で
も
栗
は
全
国
有
数
の
産
地
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
ま
た
県
市
町
村
営
の
放
牧
場
の
開
設
も
行
な
わ
れ
つ
つ
あ
る
。
今
後

の
能
登
開
発
は
こ
の
広
大
な
丘
陵
性
山
地
の
有
効
な
利
用
に
こ
そ
重
点
を
注
ぐ
べ
き
で
あ
ろ
う
。

能
登
縦
貫
道
の
建
設

石
川
県
域
は
ほ
ぼ
南
北
に
狭
長
で
、
か
つ
中
央
部
に
お
い
て
く
び
れ
、
蝶
ネ
ク
タ
イ
型
を
呈
す
る
が
、
こ
の
狭
長
な
県
域
を
中
央
の
県

都
金
沢
に
二
時
間
以
内
で
直
結
す
ベ
く
、
県
土
改
造
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
県
は
計
画
し
、
目
下
道
路
建
設
を
推
進
中
で
あ
る
。
奥
能
登

へ
の
全
通
は
昭
和
五
一
年
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。
能
登
半
島
へ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
金
沢
・
羽
昨
間
三
五
キ
ロ
の
能
登
海
浜
道
路
、
羽
昨
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穴
水
間
四
九
キ
ロ
の
能
登
半
島
縦
貫
道
路
、
穴
水
・
柳
田
間
二
五
キ
ロ
の
能
登
大
規
模
農
道
、
そ
れ
に
柳
田
・
珠
洲
間
二
九
キ
台
の
柳

田
珠
洲
線
(
県
道
)
の
連
接
よ
り
な
り
、
二
車
線
を
建
設
、
将
来
は
県
道
を
の
ぞ
き
四
車
線
に
す
る
計
画
で
あ
る
。
す
で
に
金
沢
・
羽
昨

聞
の
能
登
海
浜
道
路
は
一
部
開
通
し
、
羽
昨
・
穴
水
聞
の
縦
貫
道
路
は
着
工
さ
れ
、
穴
水
・
柳
田
聞
の
大
規
模
農
道
は
す
で
に
一
部
完
成

し
て
い
る
。
こ
の
縦
貫
道
は
能
登
半
島
の
内
陸
部
を
縦
貫
す
る
背
骨
の
道
路
で
、
既
存
海
岸
道
路
の
パ
タ
ー
ン
と
は
全
く
異
な
る
も
の
で

あ
る
。
従
来
、
僻
地
と
し
て
の
み
運
命
づ
け
ら
れ
て
き
た
柳
田
村
な
ど
の
内
陸
地
域
が
、
近
代
的
交
通
路
に
沿
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
影

響
を
ま
と
も
に
う
け
る
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
す
で
に
そ
の
影
響
の
萌
芽
は
現
れ
つ
つ
あ
る
。

近
年
、
能
登
随
一
の
出
稼
ぎ
の
村
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
柳
田
村
は
、
昭
和
四
六
年
度
の
出
稼
戸
数
五
四
九
、
出
稼
者
六

O
三

名
を
数
え
る
。
村
の
総
戸
数
が
一
四
七
五
、
総
人
口
が
六
六
一
一
人
(
昭
和
四
七
年
四
月
現
在
)
と
比
較
し
て
、
そ
の
盛
行
の
度
合
が
推

察
さ
れ
よ
う
。
こ
の
た
め
、
村
内
人
口
の
定
着
の
た
め
に
種
々
の
手
段
を
採
っ
て
き
た
。
工
場
の
誘
致
に
対
し
て
も
熱
意
を
示
し
、
口
能

奥能登における内陸交通

登
に
お
い
て
盛
行
し
て
い
る
八
台
機
屋
の
奥
能
登
へ
の
波
及
に
歩
調
を
合
せ
、
近
年
、
村
内
有
力
者
が
中
心
と
な
り
、
こ
れ
を
導
入
し
、

一
一
機
業
場
が
成
立
し
て
い
る
官
)
。

」
れ
は
家
族
労
働
力
を
主
体
に
し
て
一
、
二
名
の
労
働
力
を
雇
い
、

二
四
時
間
操
業
す
る
も
の
で

あ
る
。
織
機
八
台
を
も
っ
て
操
業
す
る
こ
と
か
ら
、
か
よ
う
に
名
づ
け
ら
れ
た
が
、
現
在
は
二

O
台
以
下
を
動
か
す
者
が
多
い
。
ま
た
京

都
の
西
陣
織
物
工
場
や
弱
電
工
場
の
成
立
も
み
た
。
こ
の
た
め
、
昭
和
四
二
年
に
柳
田
村
は
「
工
場
事
業
場
設
置
奨
励
に
関
す
る
条
例
」

を
制
定
し
た
。
か
よ
う
な
条
例
は
他
地
域
で
は
近
年
、
改
廃
し
て
い
る
市
町
が
多
い
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
比
較
し
た
時
、
こ
の
内
陸
地

域
の
特
色
が
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
家
内
工
業
に
よ
る
西
陣
の
「
つ
づ
れ
織
」
の
生
産
も
行
な
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
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村
内
婦
人
労
働
力
の
定
着
を
計
る
も
の
で
、
出
稼
ぎ
の
歯
止
め
と
し
て
作
用
し
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
縦
貫
道
路
の
実

現
を
予
測
し
て
成
立
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
縦
貫
道
建
設
に
先
立
ち
、
か
よ
う
な
前
哨
的
事
象
が
先
行
す
る
の
が
一
般
的
傾
向
と
い
え
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る
と
思
う
。
そ
し
て
縦
貫
道
の
実
現
は
こ
れ
ら
の
工
場
に
と
っ
て
は
好
都
合
に
作
用
す
る
も
の
と
予
測
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
縦
貫
道
の
建
設
決
定
は
内
陸
部
へ
直
接
の
影
響
を
与
え
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
は
外
来
の
太
子
資
本
に
よ
る
土
地
の
買
占
め
で

あ
る
。

「
列
島
改
造
論
」
を
背
景
と
し
て
、
内
陸
丘
陵
地
に
ゴ
ル
フ
場
・
別
荘
地
の
名
目
で
広
大
な
面
積
が
買
占
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
点
は

憤
慨
に
た
え
な
い
。
こ
れ
ら
の
土
地
は
こ
れ
ま
で
全
く
顧
り
み
ら
れ
ず
、
無
価
値
に
等
し
い
土
地
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
が
現
金
化
さ
れ
る

と
あ
っ
て
、
喜
ん
で
手
離
し
た
地
主
も
多
か
っ
た
。

一
方
、
か
よ
う
な
丘
陵
地
へ
は
、
林
道
建
設
が
産
業
開
発
の
意
味
で
進
め
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
工
事
は
地
元
民
に
現
金
収
入
の
機
会
を
与
え
、
出
稼
ぎ
防
止
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ

の
林
道
は
縦
貫
道
に
連
接
す
る
道
路
と
し
て
丘
陵
地
の
価
値
を
高
め
、
大
企
業
の
土
地
買
占
め
に
も
好
都
合
に
働
い
て
い
る
点
は
見
逃
せ

な
い
。
現
に
、
輪
島
市
と
接
す
る
高
洲
山
へ
は
「
峯
越
連
絡
林
道
」

(
幅
三
・
六
メ
ー
ト
ル
)
が
建
設
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
こ
れ
は
林
道

と
し
て
の
本
来
の
開
発
を
使
命
と
す
る
も
の
と
い
う
よ
り
は
、
多
分
に
観
光
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
面
で
の
開
発
を
企
図
し
て
い
る
も
で

あ
る
。
そ
れ
は
こ
の
林
道
を
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
と
称
し
て
い
る
点
に
も
明
白
で
あ
る
。
こ
の
林
道
の
頂
点
か
ら
み
た
能
畳
半
島
は
、

一
面
の

緑
で
蔽
わ
れ
た
丘
陵
地
が
展
延
L
、
そ
の
両
翼
に
内
外
浦
の
海
が
広
が
り
、
ま
こ
と
に
広
大
で
自
然
美
豊
か
な
景
観
で
あ
る
。
将
来
、
こ

の
自
然
美
が
破
壊
さ
れ
、

ス
プ
ロ

l
ル
的
に
乱
開
発
さ
れ
る
こ
と
が
危
倶
さ
れ
る
。
そ
れ
は
厳
に
慎
し
ま
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
歯
止

め
は
全
く
無
に
等
し
い
こ
と
を
思
う
時
、
残
さ
れ
た
能
登
の
自
然
美
の
保
全
の
た
め
、
早
急
に
手
を
打
た
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
縦
貫

道
が
か
よ
う
な
結
果
を
促
進
す
る
と
す
れ
ば
寒
心
に
た
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
縦
貫
道
が
能
登
の
自
然
美
を
保
存
し
、
か
つ
地
域

住
民
の
福
祉
を
増
進
し
、
外
来
観
光
者
に
真
に
憩
の
場
を
提
供
す
る
よ
う
、
わ
れ
わ
れ
が
英
知
と
努
力
を
傾
註
す
る
こ
と
は
今
後
の
課
題

と
し
い
え
よ
う
。



本
稿
を
ま
と
め
る
に
当
た
り
、
柳
田
村
の
各
位
か
ら
多
大
の
御
教
示
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
深
謝
の
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
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